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魚
介
冷
凍
ロ
聞
や
マ
ー
ガ
リ
ン
加
工
食
品
の
酸
化
防
汁
割
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
B
H
A
(プ
チ
へ
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ア
ニ
ソ
l
ル
)
に
、
発

が
ん
件
の
疑
が
強
い
と
と
が
判
明
し
、
厚
生
省
は
B
H
A
の
使
用
を

全
面
禁
止
に
す
る
窓
向
で
あ
る
事
が
報
道
さ
れ
九
何
年
も
食
べ
さ

せ
ら
れ
続
け
た
消
費
者
側
と
し
て
は
、
そ
の
怒
め
を
ど
と
乙
持
っ
て

い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
よ
け
た
コ

7
ン
の
お
ろ
し
場
が
な
い
の
が
現

状
だ
。
乙
の
さ
つ
に
金
暴
加
物
の
危
検
在
、
私
た
お
食
生
活

の
中
に
充
満
U
て
い
る
。
年
々
…
摺
加
し
つ
つ
あ
る
輸
入
金
口
問
検
査

体
努
に
も
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
中
で
、
東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー

農
薬
の
つ
い
た
野
菜
、
抗
生
物
質
一

A
nを
大
量
に
取
っ
た
国
と
し
て

漬
け
に
な
っ
て
い
る
潟
、
議
殖
の
ハ
一
日
本
一
は
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

マ
チ
、
、
最
安
」
。
購
売
豪
を
そ
そ
一
る
。
人
間
モ
ル
モ
ッ
ト
な
の
だ
。
し

る
た
め
に
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
レ
ン
コ
ン
、
一
か
し
、
国
民
の
多
く
が
悪
く
な
民
な

さ
つ
ま
い
安
志
で
発
品
詞
和
使
い
、
一
か
っ
た
の
は
、
日
本
出
ち
食
事
が
残

肉
や
刺
身
は
変
曲
第
}
防
ぐ
た
め
に
ニ
一
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と
楢
尾

コ
チ
ン
墜
さ
が
便
っ
て
い
る
。
昭
一
号
日
本
却
の
食
事
担
中
に
知
ら
な

相
四
十
九
年
に
禁
止
に
な
っ
た
が
、
一
い

2
Dに
下
怒
一
作
用
を
行
う
食
口
明
が

池
袋
玄
附
は
、
「
食
」
の
安
全
性
が
確
立
す
る
た
め
に
、
食
品
の
実

雪

号

、

法

・
制
度
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
き
と
、
四
月
十
三

日
か
ち
三
固
に
わ
た
り
、
消
資
者
対
象
の
鏑
座
を
開
い
た
。
「
あ
な

た
の
『
畠
の
安
全
ほ
す
り
れ
て
い
る
か
1
食
品
安
全
基
本
法
へ
の

提
言
1
」
の
総
合
テ
l
マ
の
も
と
に
、
消
賞
者
問
題
研
究
家
の
増
尾

消
氏
は
「
食
卓
の
安
全
学
」
、
食
品
需
給
研
究
セ
ン
タ
ー
調
杏
曹
長

…
・
の
内
田
泰
郎
氏
は
「
輸
入
金
口
容
逼
う
」
、
弁
護
の
神
山
美
智
子
民

は
「
食
品
安
全
謀
本
法
へ
の
提
言
」
室
哲
、
改
め
て
添
加
物
食
品

の
多
さ
、
問
題
点
な
Y
湊
浮
彫
り
に
し
た
。

一一一-A

見
国
産
ふ
う
で
も

人
相
や
心
も
変
え
る

生
産
が
ら
み
食
生
活
問
直
せ
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校
内
暴
力
も
添
加
物
の
影
響

川
輸
瓜
食
品
密
造
川
古
川
相

尚南

続目黒寄生虫館

E-dr 

-嗣・圃圃酬・・・ー・・ー・『

五日

取
消
⑤
厚
生
省
官
ふ
想
広
っ
て
い
る
衛

集
改
耳
語
可
添
朝
は
と
つ

な
る
か
。(2)
国
民
の
格
引
と
し
て
の
表

示。
巾
私
達
は
食
品
に
伺
が
入
っ
て
い

る
か
知
る
権
利
が
あ
る
②
全
て
の
食

晶
に
原
材
料
、
会
申
添
加
物
の
表
示
を

義
務
づ
ロ
畳
匂
分
り
や
す
い
表
示
。

(3)
国
民
の
義
務
、
国
の
責
任
。

⑤
園
は
国
民
の
安
全
が
守
る
義
務

弁
活
的
責
任
が
あ
る
②
監
視
体
制
の

鉱
充
、
強
化
・
と
行
政
改
革
③
貿
易
摩

療
に
よ
る
輸
入
口
聞
の
規
制
緩
和
に
つ

い
て
。(4
)
消
費
者
の
参
加
で
安
全
を

守
る
つ
。

①
安
全
委
員
会
へ
の
消
費
者
の
参

加
②
参
加
を
支
『
え
る
溜
銃
の
大
切
さ

③
情
報
mwム
開
・
戸
謡
嵐
巴
縞
求
梅
口

「
岡
題
が
起
っ
た
の
は

(
l
)
の

③
の
申
麟
、
承
認
制
で
す
。
と
れ
は

厚
生
省
の
狙
い
と
同
じ
と
い
司
め
で

す」
し
か
し
、
目
的
は
大
き
く
選
っ
て

い
る
。
食
品
質
喜
六
条
は
、
国
が

安
全
を
確
認

K
量
婁
持
っ
て
添

加
物
を
指
定
す
る
制
度
だ
が
、
厚
生

省
は
国
の
義
務
房
後
退
支
持
」
事
っ
と

し
て
い
る
。
食
局
衛
生
研
究
時
的
中

で
厚
生
省
は

「
規
制
の
み
で
な
く
事

議
所
の
良
識
に
や
呉
J

い
た
最
少
限

の
行
政
介
入
で
実
質
が
守
ら
れ
る
こ

と
が
理
想
で
あ
る
b

法
課
程
の
一
方

の
基
盤
で
あ
る
」
と
冊
目
い
で
あ
る
。

コ
般
論
と
し
ず
人
は
い
い
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
現
状
さ
ま
れ

て
い
る
の
に
、
業
者
が
良
識
を
も
っ

て
や
る
か
、
や
A
忘
い
か
は
火
を
見

る
よ
り
わ
明
ろ
か
」

「
私
た
担
ポ
り
狙
い
は
、
現
在
国
の

質
任
は
決
っ
て
い
る
が
、
業
者
の
責

任
が
な
い
事
。
業
者
に
発
ガ
ン
実
験

を
や
A
を
た
ら
、
金
が
か
か
る
の
で

コ
ス
ト
の
高
く
な
る
添
加
物
は
使
わ

な
い
の
で
は
?
と
い
う
考
え
か
ら
」

そ
と
で
、
厚
生
省
の
申
情
、
家
認

性
に
は
絶
対
反
対
ぞ
う
す
る
場
合

は
の
厳
し
い
慈
率
が
必
要
@
安
全
蚕

員
の
中
に
半
数
以
ト
ち
消
費
者
委
員

会
を
つ
く
る

G
安
全
委
員
会
の
権
限

で
再
調
葦
す
る
|

l
こ
の
由
の
一
つ

で
も
欠
け
た
A
意
味
が
な
い
と
い
う

神
山
氏
。
沼
筋
薪
盛
り
あ
げ
る
の
は

一
消
費
者
の
関
心
だ
と
呼
び
か
け

る
。

暮らしの中の富士情報
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，・・・・・也副闘
が 初月給から、総合口座の定期預金

初月給をもらったら、総合口座の定期をおっ

くりになるよう、おすすめしますL

総合口座の定期なら、ためるだけでなく、急

におカオ、が必要になったtきにふたいへん

便利。定期の90%・最高100万円まで自

動融資が利用できますL

また利息lこ税金のかからなし、⑧の手続きも

お忘れなく。先輩たちもみんなやってきたこと

ですよ。

初月給は、富士総合口座で

給与振込みに、将来のための貯蓄に、そして

サイフ代わりに…。富士総合口座は、いわば

フレッシユマンの暮らしの万能口座です。一日

も早くつくっておきましょう。

初月給が振り込まれたら、引き出しは必要な

だけキャッシュカード亡}うれしい初月給と

いえども、ムダ使いは禁物。初月給から、貯

めるおカオ、はしっかり貯める計画性を持ちた

いものですね。

「貯金なんかゼロよ」と、先輩。

みなさまの

@富士銀行
.お知らせ一一-5月24日(月)、鎌倉支庖(神奈川県鎌倉市)が新設開広いたしますミどうぞよろしくお願いいたしますL

ホントは・・・96.4万円L
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ア
ジ
ア
の
堕
貨
国
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
で
一

は
科
区
長
尺
究
明
す
季

A
B続
出
し
て
い
る
。
全
地
嗣
連
日

(
大
苓
窓
会
g
は
、
「
パ
ン
グ
ラ
ヂ
ィ
シ
ュ
の

T
Dに
光
を
二

世
畳
不
足
を
婦
同
を
盃
批
点
，
白
い
花
'
を
τ宿
町
民
の
同
K
明

か
せ
な
い
で
!
と
「
十
円
碍
金
」
李
鍾
め
で
き
た
が
、
手
め
額
が
一

億
=
一
千
五
百
方
円
に
遣
し
た
n
己
の
一再
金
は
ユ
ニ
セ
フ
(
国
連
県
副
基

金
〉
駐
日
事
離
に
贈
長
現
地
の
ま
り
の
救
筒
九
設
立

τ主
る
。

聾
告
ほ
全
国
の
母
親
や
定
約
九
ず
示
出
由
揮
悶
な
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ

が
穴
き
く
、
お
や
つ
代
や
お
年
玉
の
一
部
を
迭
っ
て
き
た
平
供
た
ち

も
暑
く
、
改
め
五
地
師
君
底
力
を
盟
主
事
と
同
時
尺
日

本
中
に
国
の
程
的
な
菌
認
が
聞
く
育
問
べ
そ
れ
は
苗
困
が
象
徴
す
る

軸
告
を
雨
み
、
伺
よ
り
も
平
和
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
と
介
涯
一
軍
し

一
た
も
空
事
長
る
。

国告を

あ
;め
予'LP
育、か
も
日
記

⑪ 

{開三種劃更朝臣可l第 669号第 669号

日広汎点平停車南アジアM人協金
(瞳固たき会長〉では、このほど、第
五回PPI3iI開セミナーを国立同人教育
会館〈埼玉輔 ・圃山町〉で開蝿。
「平和 ・人帽・生活」をテーマに梢
演、分科会、全体舎を通じ討論が行わ
れた。
開会に当たり、同協金の醐回たさ会
長は、 1984牢に日本で聞かれるPPS
EAWA (汎克平洋国南アジア婦人協
会一山崎倫子会長〉の也界大会に向廿、
同協合員が、その間金樟りのために献
身間な活動をしているととを帽告。
「現在、日本でも会員は 850人近
くになった。とれは本多にうれしいこ
とだ。国障セミナーは、むずかしい己
とを菖う会ではなく、このセミナーを
i!!iして新しい瓦だちをつくり、情報交
換の輔にしてほしレ、」と院躍した。

l開三種郵檀物認可}会最 f、議F子J5O国〈金曜日〉昭和5ワ年4月 30日(3) 
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無理の"い運転τ世費面的を

でん囲を塵
白
書弘

日

本

は

ガ

ラ

ス

の

摩

天

楼

・・
ィ

晶

子
『
童
に
よ
一
年
後
、
国
務
基
堅
苦
っ
て
い
る
毒
へ
「
長
建
な
ど
、
と
か
く
話
宮
娃
に

眠

ル
開
発
人
自
腿
セ
ン
タ
ー
に
属
す
る
は
当
初
期
待
主
て
い
た
、
安
全
障
な
り
や
す
い
日
本
人
処
も
っ
と
国

h

曹
，
歓

嗣
人
の
相
位
向
ト
蔀
言
或
句
陣
拒
約
が
思
っ
た
ほ
ど
発
嬰
」
れ
℃
障
的
視
野
に
立
つ
べ
き
と
指
摘
し

‘

1
交
聞
命
題
の
い
わ
ば
、
国
障
的
オ

-
E・
E・
-
E
九

F
I
j
核
Y

1
3
4っ
た

宅

品

.

.

.

.

 

一

六

「

鹿

島

代

!

、A

，r''『
=

一月
伝
雰
経
一
手
痛
担
レ
九

圃
・
・
・
・
・
・
・
・
周
氏
に
つ
い
玄
倍
っ
た
松
山
民
山
崎
長
い

〕

e

N

J

/

ノペ
一

番
号
、
ウ
ィ
ー
ン
の
盟

国

司

ペ

司

E一
塁

君

事

3
E

u
t
い

L

P

今

一

司

の
セ
ン
タ
ー
庖
容
易
い
き
さ
つ

圃

閥

、一C
2

4
・
畠
山

人
種
問
題
苧
陪
組
問
題
の
な
い
E

h
i

-

b

.L
聞

や
、
ウ
ィ
ー
ン
は
国
連
山
一
部
と
苗

圃
.
，

e
Eあ
恥
円
i

‘.. 松
な
い
し
、
日
本
人
の
穴
半
が
申
流
意

'

L
γ

習

っ

て

均

車

掌

葉

一

厚

毒

・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃

勢
持
っ
て
い
吾
」
と
に
触
れ
、
間

今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
E
、
前
国
連
マ
に
し
た
隅
出
が
あ
っ
た
ほ
か
、
え
す
¥
る
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
青

・
・
・
・
・
・
・
・
・

一
昼
寝
気
の
合
っ
た
人
た
ち
が
住

開
人
の
地
位
同
卜
蔀
昼
の
久
保
田
真
函
響
」
私
達
」
「
軍
旗
の
時
間
題
」
二
週
間
通
れ
て
暗
き
、
楠
町
ほ
二
週
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
ん
で
い
る
と
い
う
文
化
人
魚
宇
的
に

皇
の
「
国
雫
的
帰
り
で
」
、
明
「
平
聖
人
福
」
の
士
一
一語

告

が

般

国

早

い

な

長

員

の

紫

哲

真

な

弓

恵

れ

た

日

本

人

の

置

に

あ

る

の

は

日
新
制
強
襲
員
の
由
華
鶴
男
宮
内
費
交
襲
き
れ
九

Y

湊
界
b

ま
た
、
各
種
N
G
Oの
詰
に
も
唾
輝
君
窓
t
d
だ
と
指
摘
。

司
同
時
化
時
代
と
日
本
人
」
を
デ
l

A
R
回
居
、
持
働
省
婦
人
少
年
更
明
書
止
法
が
豊
一O

触
れ
、
国
連
に
躍
を
草
出
し
で
「
世
界
」
と
つ
い
う
一
己
奈
穆
」
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B
i
l
l
i
-
-
-
l

パ
l
上

j
g
f
z雪量
だ
っ
て
同

討

論

「

百

年

後

聞

闘

関

醐

凶

嗣

凶

閤

嗣

開

闘

園

そ

の

②

芳

一

号

ま

だ

困

離

だ

詩

日

新

幹

の

女

た

ち

」

e
l
e
-
i
J
J
1
I
H
山
山
山
J
1
H
l
M
V
-
J
-
・

'μau--汁川口リじ一日円。ハリ
h
ド
川
!
1
n
f
v
J
山
1
1
1
1
出
。
ハ
ペ
ハ
l
u
川
。
!
日
い
J
J
e
-
-
w
刊
行
川
山
け
九
日
川
一
山
「
婦
人
の
砲
も
パ
l
ト
だ
か
ち
な
Y
三
」
ん
な
E
h蚕
宍
閉
め
方
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「

5
6牢
後
の

だ

;
ー¥
山;
曲
i
J~山11
ハ一-¥
h
-
J
R
T
r
J
F
:し一二3
1J

J
H
1?

と

い

っ

き

i
z
fずっ
と
い
い
と
い
豆
襲
、

E」
が
、
主
主
-
量

民
1
1

3

F

'
L1

E

爵割問
E

J

H市

主

宜

H
帯
!j
L
1ig

パド

J
I
--1

4

E
63
1
413
9
K
1
4川

喜

で

い

る

人

の

い

吾

'E重
己
れ
に
封
じ
て
警
貸
そ
ん
太
郎
事
ん
と
タ
レ
ン
ト
の
イ
l
デ
ス

E

一

引

に

;

¥

ヨ

ム

-ハ

fur-…Au--r
:…2
1
ry

i

川
?

に

じ

-濃

川

で

差

ぃ

。

働

く

宮

、

雪

量

な

己

毒

な

い

と

事

30
ハ
ン
ソ
ン
し
さ
ゐ
講
師
韓
両

一

六

日

l

n

u

v

川

i

'

U

L

I

l

-

-

l

i

l

-

-

i，，o
l
tHI'山Hih-
-L
。
Iけ
つ
い
1

勺
リ
日
日
日
山
川
賞
晒
す
べ
き
。

二
週
円
め
パ
l
ト
を
バ
イ
ヤ
ー
な
Y
ほ
三
割
が
究
件
炉
占
か
れ
る
。
女
酔
の
た
め
の
就
輔
情
報

て

一
道
市
場
に
し
て
賀
事
フ
ン
テ
金
書

hb安
芸

C
い
も
の
事
国
運
制
入
の
「
年
以
来
、
差
別
冊
盟
二
十
八
年
ご
毒
ら
重
に
働
力
が
向

ιυで
も
、
自
主
一
同
性
使
い
わ
り
9
ベ
ま
じ
は
な
い
か
』
高
若
々
喜
世
間
雲
れ
苓
血
舷
「
車
中
』
ゆ
」
が
朝
一

8

一

イ

足

し

て

も

、

思

阜

の

女

性

の

社

る

。

霊

的

り

車

、

発

若

草

、

女

坦

え

税

け

宍

ト

タ

イ

マ

は

、

の

事

力

量

失

ほ

揖

っ

て

く

る

。

警

ん

〉

内

で

宣

ち

っと
誌
を
し
E
る
。
司
に
喜
ん
で
官
五
の
で
、
五
月

能
温
位
向
よ
へ
の
動
き
に
は
、
か
絹
和
平
十
五
年
に
は
ニ
歪
芳
人
に
山
妻
名
同
一
の
封
働
力
E
噂
い
と
れ
に
対
し
石
内
苧
~
は
「
女
こ
れ
に
F
U
て
間
性
の
バ
イ
ヤ
ー
は
六
日
午
後
六
時
半
か
量
京
商
山

っ
て
女
島
般
に

uzr赤
っ
た
先
も
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
る
も
合
う
ζ
と
も
あ
る
で
し
ょ
品
添
」
と
祭
進
出
互
に
し
て
向

2
日
訳
に
λ
安
売
若
し
な
い
お
を
ベ
ル
コ
モ
ン
ズ
九
階
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

駆
者
た
車
時
「
語
、
お
よ
そ
か
り
パ
ー
ラ
ー
の
一
人
、
日
本
昼
間
銀
区
司
署
長
路
中
で
向
車
本
の
基
は
興
の
懇
話
、
開
の
人
買
っ
王
手
た
り
ズ
ポ
-
ヲ
毒
事
」
ろ
が
ン
ク
レ
イ

Zサ
ロ
ン
立
入
費

i

離
れ
た
、
活
発
な
お
が
君
。
行
取
締
役
の
竹
内
宏
宇
佐
「
己
れ
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
労
聖
書
は
企
捕
に
入
り
企
揖
に
生
き
て
い
君
。
費
に
も
童
話
っ
て
も
は
前
空
白
円
(
当
日

Te番

目
罪
急
出
に
く
い
こ
む
己
と
だ
り
か
ら
先
も
、
低
成
長
時
代
が
闘
え
す
ベ
玄
h
h弓

・

・
罰

〓
園
田
園
・
圏
E
E
・
E
・
-
E
・

躍

4
A
I
T
b白
)

に
、
エ
主
ル
ギ
1
宇
燃
や
し
開
け
る
周

ELも
期
待
写
忌
い
し
、
人
語
省
同
A
産
局
国
の
圏
構
久

・
周
一

r
-

幽明
組

閣

d・
・
・
・
・
圃

胴

需
は
轄
っ

3
2実存
1
1
1
11
1
重

量

「

閉
会
善
明
へ
の

・

開

L
E量

刑
判
品
鱗

凶

園

田

園

田

抱

腹

絶

倒

ノ

・

4

共

栄

の

笠

宮

そ

定

ち

計

上

U
|
」

一

首

、

3
7
2
2ル
圃

隈

F
ト;一
闘
幽
圃
Eム
「
お
お

{
Z
A」

の
動
票
高
ま
っ
て
い
る
。
ぞ
れ
が
、
=
邑

有

司

=
の
変
化
に
よ
る
お
」
皇
ベ

組
織
外
の
協
力
感
謝

(東
京
目
黒
区
)

一
億
四
千
万

育
っ

た
世
界
に
向
け
る
目

一
小
H
県
生
活
学
校

委同日
比
小
村
常
子

大
き
か
っ
た
草
の
根
善
意

パ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
乳
児
死
一
い
弓
め
に
、
な
お
4
ピ
ッ
チ
で
人
口
一
贈
っ
て
い
る
。
ユ
ニ
セ
フ
の
南
場
で

亡
事
怪
T
廿
の
古
志
十
字
人
芸
三
唱
が
続
い
て
い
る
。
一
進
め
ら
れ
て
い
る
、
「
ミ
ニ

・ポ
ン

れ
る
と
百
五
十
人
は
一
年
以
内
に
死
一
ピ
室
ン
ゐ
不
定
に
よ
る
眼
球
一
ド
酎
岡
た
堕
力
ず
る
誌
雪
君
。

F日
本
は
七
人
〉
と
世
田
町
で
も
一
乾
崩
事
年
間
一
万
主
人
吉
干
一
各
家
庭
伝
さ
な
袈
つ
く
り
、
臨

豊
。
貧
目
黒
鼠
事
君
。
一
食
住
所
者
U
て
い
重
い
う

o
Z宇
で
一
ピ
室
ン
や
た
ん
富
札

北
海
道
の
二
塁
の
国
土
に
争
一
目
に
白
い
班
点
が
で
き
、
号
れ
が
択
一
す
る
。
ま
だ
る
っ
と
い

4
三
伊
半

万
人
近
い
人
開
が
ひ
し
め
費
五
世
一
需
に
令
禄
を
お
お
っ
て
し
ま
う
。
一
永
久
的
に
瞬
く
地
揖
対
埼
伊
υ
で

に
な
愛
別
に
四
人
吉
君
一人
は
一
己
t
r
字
会
誌
の
た
め
に
全
一
も
語
児
を
出
差
い
き
に
あ

護
軍
翁
笠
毎
闘
で
死
亭
亭
と
一
地
附
票
、
は
区
間
L

も
八
千
方
自
官
一
嗣
い
で
奇
匂

巾

な
つ
れ
め
は
、
開
米
が
長
<
な
り

h
.

，ehli;
トソ

日
本
領
舵
れ
が
壊
か
っ
て
い
る
子

町

t諮
り

ど
も
だ
っ
た
か

R
E
o

-
F
2
T

Y

U

語
が
ど
ん
主
主
く
な
り
、

ae・
e・
-

A
Y

日

本

語

重

量

M

に
つ
き

A4

事
な
き
、
話
本
串
撲
と
同

母
親
も
い
手
U
た
が
、

pu民
話
但
時
に
n
英
語
M

の
続
直
一
辺
倒
N

B
は
日
本
意
腕
-
で
、
併
記
買
定
に
な
的
手
守
J
K
/
レ
主
主

を
憎
た
き
で
す
。
ぷ
キ
チ
の
お
た
ち
で
も
、
重
で
親

νん
で
い

母
害
ん
の
一

A
G日
本
結
の
問
書
る
本
の
割
審
口
君
と
い
う

に
な
れ
て
い
る
子
は
、
英
玄
む
輯
傾
向
が
わ
か
っ
た
の
τす
ノ
乙
れ

置
に
も
阜
く
な
れ
る
み
た
い
、
と
は
図
書
富
宅
注
意
深
く
4
少
転
の

会，，，〆
''e〆'JPJ'〆'J'/，〆，，ィvr'eJ44J'〆Ari'J'〆，〆
3
F

〆'dv〆'r

選
本
に
は
ほ
と
ほ
と

弓
f
l

、71t
nプ

醗
む
の
だ
と
買
が
つ
い
た
の
で
覇
宮
せ
な
い
辛
つ
刊
号
け

す
。
た
妄
九
ま
「
イ
ン
ガ
ル
ス
-
吾
生
示
大
切
と
思
い
吉
守
。

車
の
翠
巴
安
舌
元
怒
り
入
皇
菌
室
く
ダ
メ
に
な
り
、

荷
レ
で
い
た
「
大
害
な
轄
の
公
C

図
書
宮
事
剤
師
用
し
ま
正
し
な
い

な
車
」
が
ひ
っ
ぱ
円
だ
と
に
な
り
子
J
」
れ
は
仕
方
な
い
の
骨
争
か
、

ま
弓
日
本
語
の
本
を
腕
む
の
お
出
苧
急
車
ん
で
や
れ
ば
聞
く

を
お
っ
く
う
が
っ
て
い
た
の
に
子
b
多
く
、
ひ
と
と
き
で
も
日
本

「
へ
ン
リ
l
U
8
シ
リ
ー
さ
な
語
で
親
子
の
団
ら
ん
が
出
来
れ

ら
堅
手
も
い
を
%
図
書
室
ば
、
己
4
HL芋
ば

p
uい
己
と
で

の
歴
史
を
適
し
て
一
醤
の
人
気
本
は
な
い
か
と
安
ぷ
り
で
す
J
」
ん

は
お
古
る
の
ジ
ョ
l
E
で
何
な
辛
の
お
母
さ
ん
か
ら
は
、
マ
ン

時
剛
套
が
れ
た
か
わ
か

2a
ガ
で
や
と
贋
望
が
出

C
た
。
反

せ
ん
1
「
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
」
「
ナ
対
の
方
が
強
く
輿
戸
芸
什
V

んで

ル
ニ
ア
園
物
筒
」
と
い
っ
た
本
を
し
た
が
、
撃
事
ン
ガ
は
海
外

聞
み
、
原
作
と
開
恨
を

Ha比
べ
つ
平
』止
欠
か
せ
な
い
日
本
の
常
醐

て
弾
U
む
ヰ
も
出

τ雲
F
U
匹
、
。
供
軸
頑
と
思
F
事
す
。
私

muま
也

廓
わ
ぬ
日
本
慣
の
勉
強
で
し
十
1
「
サ
ザ
エ
吉
ん
」
「
ド
ラ
エ
モ
ン
」

た
ぺ
圏
っ
た
E
ほ
、
大
で
い
表
昔
い
分
多
く
の
一
手
巻
町
り

原
令
官
U
翻
駅
の
方
が
む
ず
か
し
芋
花
。

く
な
っ
て
い
る
噌
伝
情
昔
。
己
れ
己
の
、
前
例
の
な
い
図
書
事
ち

は
日
本
館
の
宿
命
か
も
し
れ
ま
せ
潜
車
を
や
っ
て
い
争
宍
不
眼
建

ん
が
、
京
り
に
躍
っ
て
い
て
自
に
な
り
雪
J
で
一
し
%
套
芋
に

本
語
ル
じ
て
こ
な
れ
て
い
争
と
思
と
っ
て
み
吾
」
と
も
で
き
ず
に
、

え
な
い
本
も
あ
り
、
平

ρ-も
た
ち
カ
タ
ロ
グ
や
貸
出
続
酎
、
ア
ン
ケ

r
A
略
委
」
れ
ま
し
た
。

1
ト
闘
査
の
分
析
を
首
っ
引
き

日
本
の
創
作
で
も
盟
聞
の
展
開
で
客
い
予
庫
川
出
で
寝
串
の

に
持
れ
た
本
は
貯
ま
れ
ま
し
%
で
す
か
ら
。
し
か
し
、

ζ
戸
)
で一

蓄
の
本
応
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
骨
替
、
は
る
ま
雰
握
っ
た
本

格
の
し
っ
か
り
レ
た
蝉
芸
什
喜
本
に
、
と
び
つ
い
て
曹
ぶ
辛
少
ち
た

が
多
い
か
ち
で
-
K
4
2
か
。
伎
ち
ち
に
慰
す
る
の
は
、
茎
c
に
H冥

聖
百
本
格
の
本
山
悔
い
で
お
く
に
利
に
雲
予
菖
び
で
し
弓

は
、
日
本
語
の
草
を
腕
む
と
弁
務
」

子
ら
の
喜
ぶ
顔
に
昔
労
氷
解

ppp，ダイダイググ4444444ググダダ〆'dzrp

い

っ

て

お

罪

事

レ

九

書

簡

貢

て

い

て

は

じ

め

文
芸
図
書
は
好
安
で
は
な
い
け
で
わ
か
っ
た
と
と
で
し
弓

れ
《
推
理

S
F、
J
J
フ
ィ
座
制
の
こ
ろ
、
英
留
で
敵
ん
で

す
ン
ョ
ン
は
醗
む
チ
。
恩
む
子
に
い
る
本
は
い
ら
な
い
だ
吾
っ
、
と

多
い
タ
イ
プ
で
す
が
、
日
本
闘
の
わ
喜
重
い
た
お
で
し
た
。

芸
事
続
宮
は
董
ず
で
す
か
図
寺
」
ろ
が
寄
贈
建
言
街
明
か

鑑
や
睦
本
百
科
(
平
凡
刊
現
在
の
「
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
」
の
シ

絶
版
)
に
夢
申
に
な
り
、
や
が
て
リ
1
ズ
(
岩
き
に
孟

5
8

「
翠
ゐ
ア
ル
バ
ム
」
の
シ
リ
I

唖
到
じ
た
の
子
。
「
家
に
英
語

ズ
(
あ
か
ね
書
房
)
ド
占
韓
宝
口
れ
の
が
あ
る
の
に
。
」
と
明
日
ド
た

る
子
。
い
ろ
い
民
話
タ
イ
プ
の
子
お
母
1
v
ん
も
い
手
記
%
が
、
気

が

い

ま

し

弓

を

つ

貯

て

み

て

い

歪

項

目

と

こ
の
図
書
室
四
日
一
番
プ
ラ
ス
に
ろ
英
輔
官
親
ド
ん
で
い
る
本
な
ら

力
国
で
し
か
批
準
d
れ
て
い
な
い
の
い
く
に
は
、

N
G
O
の
力
が
な
く
て
っ
て
い
る
か
知
民
な
い
こ
r
あ
お
そ
が
語
口
で
し
ま
っ
て
い
る
な
お
」
、

に
、
男
女
淫
別
撤
廃
括
的
は
三
七
カ
は
ま
な
い
。
ろ
し
さ
l
LH
本
人
は
物
事
に
童
ル
号

園
で
批
准
さ
れ
て
い
る
と
と
は
桶
な
国
障
聞
の
日
本
の
立
塘
に
つ
い
て
的
す
ヲ
Z
。
日
本
は
輯
争
に
負
げ
た
字
め
た
処
個
人
の
魅
力
に
乏

努
多
く
の
E
弓
問
押
大
単
の
は
「
日
本
に
国
墜
語
を
持
つ
玄
¥
お
か
げ
で
聞
事
侵
録
、
世
置
し
く
、
人
m
E
で
の
輿
ゆ
き
に
欠

政
事
、
開
入
国
勢
翠
守
る
串
る
こ

-G大
変
な
こ
白
糸
、
量
は
闘
っ
て
も
白
雪
平
和
事
長
け
幸
市
げ
宅
雪
辱
人
が
多
す
ぎ

h--f

な
こ
名
、
た
だ
、
日
本
は
な
か
な
な
い
国
も
あ
る
」
の
だ
え
る
」
屯

h----司ら
:
宗
主
現
知
、
国
際
社
会
の
申
星
人
は
G
N
P認
定
E
'
い
か
も
、
乙
在
、
震
F
E
で

』
・
・
・
・
・
・
司

』
闘
の
シ
ス
テ
ム
は
各
問
弁
尋
宇
と
こ
ろ
で
大
国
泣
い
ば
っ
て
い
る
が
、
石
人
間
味
の
な
い
人
聞
が
育
宍
ひ
い

.-J↑
ι

川
iJ
j

劃
が
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
グ
ル
草
食
型
新
人
に
頼
っ
て
い
る
日
高
、
雪
量
事
U
た
日
本

.

，

一円

咽

l
ブ
耳
西
側
だ
が
、
理
的
に
は
本
は
，
ガ
ラ
ス
の
串
未
宮
ιと
匂
の
笠
宮
却
、
富
明
、
昔
話
レ

4
・

・

E

'

何
日
本
は
、

s・
キ
ヤ
グ
プ
に
あ
る
も
「
苦
そ
早
合
審
レ
ベ
ベ
ル
季
げ
た
の
ぺ
と
え

da--.. ，

し
か
し
、
実
障
に
金
聞
な
Y
吾
ぞ
ル
の
要
在
室
凶
し
て
い
く
べ
き
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
己
の
ニ
つ

da--，

も
、
日
本
は
準
歯
車
に
入
っ
て
だ
し
、
母
」
れ
る
の
は
日
責
の
一慢

の
酬
閣
の
ほ
か
、
各
グ
ル
ー
プ
で
話

男
待
つ
辛
つ
に
な
っ
た
、
な
ど
嗣
い
な
い
し
、
ア
ジ
ア

-Z
4
6
秀
集
り
み
」

'当
い
が
持
た
れ
た
が
、
基
に
あ

人
聞
に
関
す
る
限
り
山
富
に
問
者
盟
意
一員
E

t
参
加
U
だ
が
、
と
れ
案
国
天
に
理
解
レ
ふ
れ
る
簡
理
人
間
一
人
一
人

公
簸
り
望
室
れ
て
い
る
-
主
て
も
、
準
薗
の
人
に
は
日
本
の
憲
て
も
雪
の
は
S
u
か
し
い
。
日
本
の
愛
情
町
議
事
あ
っ
工
そ
人

周

期

食

道

て

一

九

七

重

革

、

を

報

管

九

宮

間

一一
百
お
声
だ
と
廓
わ
れ
、
左
ト
ァ

Z
L立
つ
エ
リ
ー
ト
が
組
問
教
票
必
嬰
盆
在
、
と
い
っ

関
連
同
人
の
十
年
の
メ
キ
シ
コ
大
金
吉
区
に
、
日
本
で
も
踊
近
著
U
く

y
坦
ち
に
も
英
宣
固
と
し
宇
品
白
人
捕
と
の
忠
融
、
持
議
す
膏
る
た
め
に
志
位
赤
間
密
続
%

と
時
壬
同
じ
く
し
て
婦
人
問
題
両
国
強
ま
っ
て
い
る
国
楢
へ
の
波
は
世
界
れ
ら
れ
よ
い
」
と
日
本
の
微
妙
な
立
一
人
一
人
の
緊
張
感
が
少
く
、
態
力

国
際
的
な
視
野
を

何
よ
り
ま
ず
人
間
教
育
を

分科金で

走りにもステイタスがある。

フロントとリアの絞り込み力士他車との決定的な違いだ。

トレディアは、前方からの:1:~\をサイドにスムーズに沈L. :1:Sriの巻き込み
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人主義品番

赤
玉
の
へ
て
、
お
や
す
み
な

霧
笛
の
音
で
、

夜
が
ふ
り
て
い
{
町
に
転
勤
し
て
一
カ
日
刊

や
っ
と
町
内
の
人
と
も
、

顔

な

じ

み

に

な

り

ま

L

P

、

ー

お
什
事
は
、

E
う
で
す
か
。

ち
ょ
っ
と
、
座
敷
に
あ
が
り
ま
せ
ん
か
。

気
さ
く
な
-
一
百
薬
に
そ
え
て
、

色、

E
う
E
1
.
一
杯
の
赤
玉
ス
イ
l
ト
ワ
イ
ン
。

や
さ
し
い
心
が
グ
ラ
ス
で
叩
れ
て
。

今
日
、
一
日
の
う
れ
し
い
ピ
リ
オ
ド
。

お
や
す
み
な
さ
い
。
あ
り
が
と
う
。

ほ
ん
の
り
曾
U
飲
み
ご
二
ち
・
お
や
す
み
前
回
提
峰
滋
益
回

粛
軍
ス
イ
J
ト
ワ
イ
ン
穿
阜

" a 

i • 
グ

? 

品

.. 
i 
a .. 
灼

z .. 
s 
E 
Z 

徐
家

主



(4) 〈金曜日〉昭和5ワ年4月 30日

A 
主

国
ーーーー一~

日
本
野
鳥

の

会

安斎ノ、来斤阻胃

ドoウイロタを祭し〈

晶、z

-
事

4

・

h
F
 

国壬量r

バロ

あ
る
。
中
で
も
中
葉
系
の
レ
イ
ン
ボ
る
方
が
楽
し
く
愛
情
も
わ
く
。

ー
系
は
ベ
ル
ベ
ッ
ト
、
黄
緑
色
の
イ
茸
量
発
芽
件
な
の
で
十
分
温
度
の

(キ

ン
ラ
ン
ジ

ソ
)

エ
ロ
l
、
赤
に
黄
緑
の
縁
ど
り
の
あ
上
が
っ
た
時
期
を
み
は
か
ち
っ
て

シ
ソ
の
葉
と
よ
く
似
た
観
葉
相
る
マ
ジ
ッ
ク
な
《
葉
の
缶
原
盤
笥
鉢
ま
き
に
す
る
。
水
は
け
の
よ
い
所

句
昔
は
温
室
多
年
草
と
し
て
栽
培
日
陰
で
も
育
つ
の
甘
鉢
拍
唱
え
、
プ
を
好
む
が
、
臼
な
た
や
強
い
風
が
吹

さ
れ
て
い
た
が
、
底
近
は
一
年
草
と
ラ
ン
タ
l
僧
え
に
向
い
て
い
る
。
市
く
と
と
九
房
}
さ
ら
い
、
日
陰
の
方
が

し
て
人
気
が
あ
る
。
今
一
室
き
ど
き
。
竪
c
れ
て
い
る
聖
求
め
て
植
え
る
一
事
象
警
や
か
に
出
る
。
七
月

額
頬
は
大
菜
、
小
葉
系
の
三
種
類
の
が
震
も
簡
単
だ
が
、
種
か
ら
朗
唱
え
頃
に
な
る
と
シ
ツ
と
同
じ
占
つ
に
花

関

脳

陣

照

穂

を

出

す

が

、

そ

包

歪
志
賀
く
と
索

引

ー舟
ぷ
干

の

色

が

悪

く

な

る

。

花

芽

や

花

は

つ

次

ま

み

、

茎

も

大

き

く

な

っ

て

か

ら

摘

川

一

公

9
る
戸
詩
が
張
っ
て
来
る
。
六
3

八
月
に
は
さ
し
穏
で
ふ
や
せ
る
し
、

茎
を
切
っ
て
水
に
つ
け
て
お
く
と
、

二
週
間
ほ
ど
で
綬
を
張
る
の
で
、
そ

の
主
義
培
に
し
て
も
鉢
に
縮
、
え
か

え
て
払
宮
小
い
。

冬
期
は
摂
氏
十
度
以
よ
あ
れ
ば
越

せ
る
の
で
多
年
草
と
レ
て
も
楽
し
め

る
。
肥
料
は
チ
ッ
ソ
分
が
多
く
な
る

と
菜
の
缶
伊
夢
¥
な
る
の
で
リ
ン

酸
分
を
多
く
与
え
る
乙
と
が
大
司

コ
リ
ウ
ス

11BE-------v-A?
・

句

一

(

財

)

日

本

野

鳥

宏

E
T

玉
O

乙
の
ほ
か
、
マ
ト
ナ
イ
湖
一
周
年
一
一
塁
京
都
渋
川
合
区
渋
谷
一
丁
目
一
|
四

記
念
パ
l
ド
・
ウ
ォ
Y

チ
ン
グ
・
ツ
一
宵
山
フ
ラ
ワ
ー
ビ
ル
五
陪
活
O
三
|

ァ
ー
や
福
島
京
寝
返
不
イ
チ
ァ
一
四

Q
ハ
|
七
一
四
一
。

ー
セ
ン
タ
ー
起
工
式
な
ど
。
一

外
を
歩
く
と
汗
ば
む
日
も
憎
唱
え
ま
一
お
化
粧
で
日
や
け
美
人
影
演
出
す
る

し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
メ
イ
ク
の
一
場
合
の
ニ
つ
の
方
法
が
あ
皇
子
。

情
報
も
、
夏
を
意
識
し
た
も
の
が
多
一
で
も
、
い
ず
れ
の
場
合
も
肌
が
健

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
今
一
一
般
的
に
保
た
れ
て
い
る
乙
と
が
大

年
の
夏
の
美
人
像
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
一
一
月
そ
の
た
め
に
は
、
今
の
時
期
の

と
H

健
康
的
な
ブ
ロ
ン
ズ
の
飢
H

が
一
紫
外
線
対
策
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

そ
の
条
件
と
な
り
そ
う
で
す
。
ぞ
と
一
す
。

で
、
乙
の
夏
、
日
や
け
美
人
に
な
る
一
肌
に
影
響
を
あ
た
え
る
紫
外
線

た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
薪
T
l。
一

日
や
け
美
人
に
な
る
に
は
、
白
光
一

に
あ
た
っ
て
き
れ
い
に
ゃ
く
盟
口
と
一
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テ
レ
ビ
大
阪
と
、
ネ
ッ
ト
提
綿
花
テ
い
た
の
だ
。

な

ア

ク

シ

ョ

ン

活

刊

で

も

あ

る

。

レ
ビ
棄
の
動
き
も
め
ざ
ま
し
い
。
そ
の
震
と
い
う
の
は
二
二
士
ハ
一
ニ
土
ハ
警
の
頭
取

・
花
房
出
雲
平
野
与
四
郎
(
伊
庭
剛
)
は
、
無

そ
の
テ
レ
ビ
棄
が
力
を
入
れ
、
番
所
の
頭
取
と
、
番
士
た
ち
は
、
捜
を
演
じ
る
の
は
中
村
童
謡
門
。
花
役
の
御
笑
の
一
人
息
子
。
堕
を

六
旦
百
(
水
)
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
査
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
南
北
両
町
奉
宮
内
放
幼
三
味
に
日
ち
す
線
本
の
や
れ
元
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
間

せ
る
新
番
組
が
「
斬
り
捨
て
御
宅
行
所
の
管
理
も
と
よ
り
、
霊
奉
次
男
号
彼
を
球
主
せ
る
た
め
、
学
、
心
か
ら
起
き
た
事
件
で
花
房
と
出

他
の
テ
レ
ビ
局
宍
乙
の
番
組
事
行
や
他
誇
大
名
雇
に
ま
で
許
可
老
中
静
走
信
望
一士
ハ
番
所
に
送
会
い
配
下
と
な
る
。
思
考
よ
り
先
に

り
捨
て
ら
れ
る
か
ど
っ
か
は
、
襲
な
く
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
が
出
り
込
ん
だ
。
ふ
だ
ん
は
=
王
ハ
票

{付
動
に
出
る
。

東
京
・
器
等

Y
4
8、
カ
ネ

率
語
、
ま
ず
は
、
番
組
内
容
と
出
来
、
俊
一
号
結
果
、
票
り
確
認
。
得
よ
り
も
護
者
山
政
の
家
に
居
候
し
て
小
蝶
(
金
沢
智
)
は
美
人
の
売
れ
…
…
ボ
ウ
銀
事
ン
グ
ナ
ス
六
階
ホ
1
ル
で

出
偶
者
を
紹
介
。
ら
れ
れ
ば
、
頭
取
の
裁
量
で
容
赦
な
い
る
方
が
多
い
が
、
事
が
起
乙
る
と
っ
妓
。
死
ん
だ

関

親

も

芸

者

で

、

父

，

十

五

世

紀

1
一
九
世
紀
に
、
イ
ン
ド

舞
台
は
文
化
文
政
期
、
江
戸
市
中
く
斬
り
捨
て
る
乙
と
が
で
き
る
の
と
書
守
ま
さ
れ
た
頭
脳
と
行
動
力
で
は
大
身
の
侍
だ
っ
た
ろ
し
い
。
侍

に

・

…

ペ

ル

シ

ャ

、

ジ

ャ

ワ

な

ど

に

伝

わ

つ

に

八

九

九

カ

所

設

定

さ

れ

た

武

家

番

対

す

る

憧

れ

と

反

発

と

が

あ

る

。
ぁ

…

た

事

務

(

芦

旨

2
C
)

の
名
品
約
百
点

所
の
一
つ
で
あ
る
「
=
干
六
番
丁
、

一

t

j

j

i

l
i

l

i

-

-

;

;

一

ち
と
ち
の
座
敷
で
得
た
情
報
が
花
房
一
。
e
e

・e

・-e
a

-

-

・
:
を
塵
示
す
る
。

5
月
叩
日
ま
で
。
秘

とにむ
一
ぷ
詰

ω守
一
0
0
7
の
時
代
劇
版
一

に
挟
勘
兵
衛
(
省
一
一
一
思
一
品
目
以
刊
号
鰐
均
一
諮
問
一
u
u
u
町
村
r

綜
府
の
秘
密
ル
l
ト
か
ら
「
広
く
江

↑

.

'

1

6
;
B
l

・
-、

一

は
、
番
所
へ
入
る
路
地
の
角
で
小
さ
一
は
肌
の
負
担
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
一
体
五
百
可
連
絡
体
ほ
E
0
4
1
5

戸
宮
全
体
、
ひ
い
て
は
徳
川
壁

一

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

殺

陣

で

一

な

覇

妻

女

房

お
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ザ
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ぶ
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取
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東京女同友

東京ガスからのお願凡

・東京ガスカrl、ま皆さまにお届けしているガス

は、 13A(1l，000キロカロリー)、 6B(5，000キロカ

ロリー)など4種類です二おたくのガスの種類に合

ったガス器具をお使いください。・閉め合った部

屋で長時間ストーブ少をお使いの際は、換気に

ご注意を。・FF暖房機など据置式のガス器

具を移動する際l.i、東京ガスへご相談くださ凡

o 
湯沸器のオーバーホールを。

おたくの湯沸器、調子l心、かがですか。Eうも

調子がおかしい、汚れがひEい、不完全燃焼

しているのでl.i...。こんなときは東京ガスに、オ

ーノfーホールをお申しつけください。専門技術

者がすべての部品を総点検して、分解修理し、

再び元の健康な状態にして、お返ししますLオ

ーノfーホーノレは、わずか3日ほどですみます。

換気扇連動装置を取付けませんか。

酸欠の不安をなくすために、東京ガスが販売

している換気扇連動装置そお{か、ください。小

型湯沸器と換気扇をつないで、お湯を使うt自
動的に換気扇が同る仕組みですh湯沸~、換

気扇などはお手持ちの設備を?利用できます二換

気扇連動装置は5，300円。12か月の分割払いも

できますLお閉会せは、お近くの東京ガスまて:

湯沸器をつけたら、必ず換気を。

奥さがことって大変便利な小型湯沸怒ですが、

うっかり換気扇を向きず長時間つけてお位、万

一の般欠状態が心配ですL小型湯沸器をお

イ史いの時は、つけたその子で必ず換気扇も回

す習慣をおつけくださL、。おやすみ前・お出か

け首Iiの消火の確認もお忘れなしまた、ガスくさ

い時は、すくーぉ近くの東京ガスへご述絡ください。


